




































































































)tも 「論考」には、 liIII:~裁判所裁判行がそれぞれの良識を持ち待り (合議
のことか?一一小rnrl'えlニ)r究緩の良識」を形成するとの論述はある。しかし、
この論述は、 f良識Jr究傾の良識jの形成過引を述べたものに過ぎず、裁判
























述ベておられる (間藤重光 『法学の基礎J(第2版、 206J.1 (イ}斐 I~J 、 2007年))。






























































J制リにとってil:解釈学は無ブJか(小1TI1j' l~，樹) 95 
